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観か
ん
音の
ん
山や
ま
古
墳　

西
蒲
区
樋
曽

　

観
音
山
古
墳
は
西
蒲
区
樋ひ

曽そ

の
丘
陵
上
に
あ
る
。
平
地
と
の
比
高
は
三
五

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
現
在
は
山
林
で
、
北
へ
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
は
山
谷

古
墳
が
あ
る
。

　

発
掘
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
昭
和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
に
新

潟
大
学
考
古
学
研
究
室
に
よ
っ
て
測
量
調
査
が
行
わ
れ
、
直
径
約
二
六
メ
ー

ト
ル
の
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
古
墳

の
斜
面
に
小
ぶ
り
な
石
が
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
状

態
で
確
認
さ
れ
た
。
古
墳
が
造
ら
れ
た
当
初
は
、

石
（
葺ふ

き
石
）
を
斜
面
に
張
り
巡
ら
せ
て
墳
丘
を

固
め
、
飾
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
古
墳
の
周
囲
の

一
部
に
は
周
溝
と
思
わ
れ
る
窪く

ぼ

み
も
見
つ
か
っ
た
。

　

土
器
な
ど
の
遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
た
め

観
音
山
古
墳
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
菖あ

蒲や
め

塚づ
か

古
墳
に
後
続
し
て
造
ら
れ
た
有
力
者
の
墓
の
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
観
音
山
古
墳
に

図91　古墳の位置　２万
5000分１地形図「弥彦」

図92　観音山古墳　上,墳丘　下,葺き石



57

第２章　弥彦・角田山周辺の遺跡

周　溝

墳丘斜面

墳　頂

整地面

0 10m

葬
ら
れ
た
有
力
者
が
生
前
住
ん
で
い
た
集
落
と
し
て
は
、
古
墳
の
眼
下
に
あ
る
高
島
遺
跡
が
第
一
候
補
に
挙
げ

ら
れ
る
が
、
遺
跡
の
内
容
に
は
不
明
な
点
が
多
い
。
近
く
の
御お

井い

戸ど

Ｂ
遺
跡
が
生
前
暮
ら
し
た
集
落
で
あ
る
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

新
潟
県
内
で
は
、
石
を
斜
面
に
張
っ
て
墳
丘
を
固
め
、
飾
っ
た
古
墳
は
少
な
く
、
市
内
西
区
の
緒お

立た
て

八は
ち

幡ま
ん

神じ
ん

社じ
ゃ

古
墳
（
一
一
二
ペ
ー
ジ
）
と
南
魚
沼
市
の
飯い

い

綱づ
な

山や
ま

一
〇
号
墳
な
ど
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
う
ち
緒
立
八

幡
神
社
古
墳
に
使
わ
れ
た
石
は
、
観
音

山
古
墳
周
辺
の
丘
陵
で
採
取
し
た
も
の

を
西
川
な
ど
の
河
川
を
利
用
し
て
運
ん

だ
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
緒
立

八
幡
神
社
古
墳
と
観
音
山
古
墳
と
で
は

造
ら
れ
た
時
期
が
異
な
る
可
能
性
が
高

い
が
、
越
後
平
野
の
信
濃
川
左
岸
に
位

置
す
る
円
墳
と
い
う
点
で
共
通
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た

人
物
の
出
身
地
や
階
層
な
ど
の
関
連
性

が
注
目
さ
れ
る
。

図93　観音山古墳復元平面図　「新潟県岩室村観
音山古墳測量調査報告」から作成


